
第１４９１回例会 ２０１６年４月２１日(木)(雨）

移動例会

＝研修会＝
点鐘 １７：３０

於 ｢陣屋｣

司 会 前 肇副幹事

点 鐘 米山君夫会長

○ 今日は次年度に向けて会長エレクトより方針を発表す

る研修会を陣屋で開催し、終了後は懇親会で親睦を深

めましょう。

○ ガバナー事務所より

１、熊本地震被災地への援助協力依頼(４／１４発生)

①義捐金

振込先 横浜銀行 茅ヶ崎支店 普)6141980

RI第2780地区WCS会計 杉田祐一

締切日 ４／３０(土)

金 額 金額はいくらでもかまいませんが、目安

としてお一人1,000円

送金明細送付先

ガバナー事務所

FAX 0466-25-8866

Email g-office@d2780.rotary.bz

※次週より集めます。ご協力宜しくお願い致し

ます。

２、緊急支援物資のお願い

避難所へ送るロータリーの緊急支援物資支援所が開

設されました。

現在必要な物資：飲料水、インスタント食品、

おむつ、衛生用品

会員数 35名
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[ [事前] 酒井君 淵脇さん

(地区研修協議会)

[事後] 北村(俊)君 淵脇さ

ん(秦野)

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

４月２８日(木)

○ 従業員・一般者表彰
次
週
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

５月５日(木)

○ 休会

５月１２日(木)

○ 卓話 陶山君

○ 理事会

出席数 25名

出席率 68.44％

前々回

の修正

77.78％

例会場 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355

事務所 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355

例会日 毎週木曜日 12 時 30 分～13 時 30 分

会 長 米山君夫 幹 事 梅原正美 会報委員長 北村まり子

2015 年～2016 年度国際ロータリー会長
K.R. ラビンドラン

世界へのプレゼントになろう

会長の時間



物資送り先：〒869-1107

熊本県菊池郡菊陽町辛川1923-1

東熊本第二病院内

RID2720熊本大地震支援所りんどうRC

馬場太果志様宛

２、震災が起きると、今後３０年以内に東海・関東にも

７０％～８０％位起きる、と確率が上がりました。

私の家では、常に心がけている事は、

・ぐらっときたら、まず、自分の命を守る事を考える。

・最小限必要な持ち物が持ち出せるようにしておく。

・１週間分の食料、水の用意をしている。

・寝室に笛を用意している。

今回の震災でも他人事ではないと思い知らされまし

た。他人事ではありません。転ばぬ先の杖で準備が必

要だと思います。

今年度も残すところ２ヶ月と少しとなりました。色々

な事がありました。最後まで緊張感を持っていきたい

と思います。

各委員長さんにお願いです。各事業のまとめを宜しく

お願い致します。次年度にスムーズにバトンタッチが

出来るようにと思っています。

会長・幹事会も５／１７に秦野名水RCが担当で開催

し、６月は打ち上げで今年度も終わりになります。

梅原幹事は急な仕事で本日は欠席になってしまいまし

た。皆様に宜しくとの事です。

[受付文書]

○ 映画「じんじん」再上映会のお知らせ

日程 ４／２３(土)

場所 秦野市文化会館 大ホール 入場無料

時間 ９：３０会場 １０：００上映開始

○ 第７Ｇ矢野ガバナー補佐より 御礼の挨拶訪問につい

て

当クラブは６／９(木)の例会にお越しの予定です。

[例会変更] 茅ヶ崎

○ 米山君夫君 ｢九州熊本地方は大震災で大変なことに

なっていますが、明日は我が身です。日頃から身の回

りの備えが必要ですね。スマイルします｣

○ 瀬戸 誠君 ｢今日は皆様、宜しくお願いします｣

○ 原 郁夫君 ｢スマイルします｣

○ 前 肇君 ｢スマイルします｣

○ 北村まり子さん 多田嘉之君 柳川清紀君 ｢スマイ

ルします。我が家の“ときわまんさく”が満開です｣

○ 諸星常平君 ｢次年度会長・幹事、本日はしっかりお願

いします｣

○ 兒玉秀夫君 ｢雨降って地固まる。スマイル、スマイル。

１，０００円です｣

○ 山本裕宣君 ｢スマイルします｣

○ 北村俊和君 ｢“ごぶさた”しております。スマイルし

ます｣

○ 鈴木和夫君 ｢スマイルします｣

○ 陶山典之君 ｢スマイルします｣

○ 小澤 賢君 ｢スマイルします｣

○ 山谷洋子さん ｢スマイルします｣

○ 仲野亜津子さん ｢スマイルします｣

○ 吉田久美子さん ｢雨の中のお庭、風情があって素敵で

すね｣

○ 諸星利男君 ｢先般の地区研修協議会、突然の強風によ

り、中央線、小田急線が一時運休となり、結局、休会

する事となり、恐縮しています｣

合計29,000円

○ Ｒ財団委員会 兒玉秀夫委員長

Ｒ財団への寄付、残すところ２名の方、宜しくお願い致

します。

◎瀬戸 誠会長エレクト

最初に佐野英之次年度ガバナーの地区方針をお話しします。

「2016-17 年度地区方針」

ガバナーエレクト佐野英之(秦野RC)

ジョン・ジャーム会長エレクトのテーマ「人類に奉仕す

るロータリー」の方針に沿って、地区の実情を踏まえ、

スマイル報告

研修会

幹事報告

委員会報告



2016-17 年度ガバナーとして全力を尽くしたいと思ってお

りますので、御理解・ご協力を御願い致します。

ジョン・ジャームRI 会長エレクトはRI 会長賞を示して、

各クラブが会長賞の項目の実践をすることにより、年度の

目標が達成されることを強く伝えられました。今年度は会

長賞にある必須事項、必須項目を更に各クラブで検討いた

だき、必須項目数を達成してRI 会長賞に挑戦いただくよう

進めていきます。

2016-17 年度はロータリー財団100 周年を迎えます。こ

の１年間、地区大会、ロータリー・デ―等、様々な行事で

財団100 周年を祝い、記念行事を推進して、親睦と奉仕活

動を実践していきましょう。

2016-17 年度地区目標

・ロータリーの３つの義務の遂行・ロータリーの戦略計画

を遂行し、継続性を重視する。

・ロータリークラブセントラルに10 個以上の目標を設定

≪会員増強と維持≫

・少なくとも、確実に小クラブ(会員50 名以下)純増1 名以

上、大クラブ(会員51 名以上)純増2 名以上を目指す。

・特に、①女性会員の増強／②現会員を維持し／③40 才未

満の会員の増強に力を入れる。

・新会員対策としてクラブ奉仕委員会と協力し、各グルー

プで２回以上の研修会を開催する。

≪公共イメージ≫

・各地のイベントとの取り組み、ポリオ撲滅キャンペーン

の展開。

・ロータリー・デーを実施し、ロータリーの認知度の高揚。

全クラブの取り組み

・財団100 周年に就いて、各クラブイベント開催を目指す。

地元メディアに取り上げて貰う。

≪財団/米山への寄付≫

・年次寄付・・・・財団100 周年を祝い、一人当たり200 ド

ル以上達成。全会員が寄付0 なしを目標。

・ポリオプラス寄付・・・財団100 周年を記念し、全クラ

ブ、一人当たり40ﾄﾞﾙ以上寄付。

・恒久基金（ベネファクター表彰）寄付・・・1 クラブ1000

ドル以上

・地区から大口寄付2 名以上、メジャードナー5 名以上、

ﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽ・ｿｻｴﾃｨｰ会員5 名以上を目標。

・財団100 周年を記念し、全クラブより過去5 年間で寄付

額を最高額に達成する様に努力する。

・米山記念奨学金寄付・・・一人当たり20,000 円以上。

≪人道的奉仕≫

・各クラブがグローバル補助金又はDDF の提唱者となるよ

うプロジェクトの推進を図る。

・補助金管理セミナーに各クラブ1 名以上出席してグロー

バル補助金の理解をする。

・各グループ内で、3 クラブ以上協力して、大規模で注目

集めるプロジェクトに挑戦する。

≪新世代≫

・クラブのイベントにローターアクト、インターアクト、

青少年交換学生を関与させる。

≪オンラインツールの利用≫

・各クラブ2 名以上の会員が、マイロータリーのフォーラ

ムに参加。半数以上がMy Rotary に入力。

｢2016-17年度会長方針 ロータリー 粋と浪漫とやせ我慢｣

会長エレクト 瀬戸 誠

ジョン・ジャーム国際ロータリー会長は、今年度のテー

マとして｢人類に奉仕するロータリー｣という壮大なテーマ

を掲げられました。ロータリアンが集う一番の理由は、最

も大切な目標、すなわち、「奉仕」の為であり、さまざまな

分野から有能な職業人の団体であるからこそ、人類への奉

仕が可能なのだと言われました。

ジョン・ジャーム会長の方針のもと、佐野ガバナーも２

７８０地区の要用な地区目標を掲げました。

本年度の秦野名水ＲＣもまた、奉仕とは「神聖な負債の

返還」であり、私が入会した時に教えられた地域社会の成

功者の集まりである我々の責務だと信じています。

｢経済なき道徳は戯言であり、道徳なき経済は犯罪であ

る｣

地域経済人としての自己啓発と人格の工場も今年の目標

としていく考えであります。

高い志を維持するためにも、ロータリアンが切磋琢磨し

て活動できる一年にしたいという思いを持って以下の方針

を掲げます。

今年度の目標

① 会員の増強 「新会員７名の目標」

② 企業人卓話 「地域の企業人の話を聞く事で自己啓発

をしよう」

③ 夜間例会の活用 「夜間の例会活用によって親睦の輪

を広げよう」

④ 他団体との交流 「ロータリーだからこそ交流できる

方々との親交」

⑤ ３０周年を前に 「次年度の記念事業に向けて積極的

に協力」



◎前 肇副幹事

次年度幹事として瀬戸会長を補佐し、できる限り協力い

て行きたいと思います。皆様のお力添え宜しくお願い致し

ます。

司会 仲野亜津子親睦活動委員

１、米山君夫会長挨拶

２、祝儀披露

３、乾杯 原 郁夫副会長

４、懇親

５、お餅つき

６、閉会の言葉 陶山典之親睦活動委員長

懇親会


